
中小企業診断士資格を持つ経営指導員の人件費補助単価を、現行より4号分増額する
（年額一人あたり約13万円）
→R6.9時点で中小企業診断士資格を有する経営指導員は30名（会議所5名・商工会16名・商工会連合会9名）

⚫ 伴走支援の強化のため、事業者支援に意欲的な商工会・商工会議所の経営指導員を増員
⚫ 経営指導員の中小企業診断士資格取得を後押しするため、資格保有者の補助単価を増額

項目 内容・数値

① 組織率
組織率が、全国同規模の商工会・商工会議所の平均値と比較して、
１割以上高い

② 中小企業診断士資格等の取得状況
中小企業診断士資格等の取得率が、全国同規模の商工会・商工会議所の
平均値と比較して、２倍以上高い

③ 国補助金の採択状況
持続化補助金・ものづくり補助金・事業再構築補助金の直近3回分の指導員
一人あたり合計採択件数が、全国の平均値と比較して、２割以上高い

以下の３つの要件のうち、③は必須、①②はいずれかを満たした場合、経営指導員を増員する
（規模の大きい金沢商工会議所は２名、その他の２０商工会・６商工会議所は１名増員）
→令和５年度：５名（金沢・小松商工会議所、富来・鶴来商工会 金沢のみ2名）令和６年度：４名（七尾・白山商工会議所、美川・野々市商工会）

結果として、商工会・商工会議所職員のモチベーション上昇（質の向上）の効果も

商工会・商工会議所の経営指導員の増員等 「人への投資」（R5～）

※既に増員した団体は、③について全国平均を上回れば継続（3年連続全国平均を下回り、かつ退職者が出た時点でうち止め）
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